






















3】自己 FBの変化、及び PF活動のやり取りの変化との関連性、から成る。 
 「即興スピーチ」指導のコースでは、PF活動を取り入れた「即興スピーチ」の授業を全 10
回行った。1回の授業は 90分である。調査対象者はベトナムのハノイ大学 3年生の中級レベ
























 【研究 3】では、まず、学習者の自己 FBを質的に分析した結果、次のような変化が見られ
た。  
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